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　　　Present　study　has　been　performed　to　examine　morphological　changes　in　an　intrasplenic　ovarian
grafting　and　to　determine　whether　steroid　hormones　could　be　recognized　biochemically　or　immuno－
histochemically　in　this　grafting　during　tumorigenesis　in　rats．　Female　rats　were　ovariectomized　and
a　small　segment　of　ovary　was　implanted　into　the　spleen．　The　animals　were　sacrificed　at　various
periods　from　3　to　12　months　after　grafting．
　　In　a　relatively　early　stage　of　grafting　（3　to　5　months），the　grafts　were　almost　completely　occupied
by　masses　of　luteinized　cells．　Moreover　a　small　numbers　of　follicles　and　cysts　were　found　in　some
grafts．　Around　6　months　after　intrasplenic　ovarian　transplantation，　the　grafts　exhibited　the　follow－
ing　events　during　tumorigenesis：
　　　　1．　proliferation　of　follicular　epithelial　cells，
　　　2．　proliferation　of　some　cells　composing　the　cyst　wall，
　　　3．　proliferation　of　follicular　epithelial　cell－like　cells　appeared　in　the　corpora　lutea，　and
　　　4．　proliferation　of　connective　tissue　cells　surrounding　the　corpora　lutea．
　　　Twelve　months　after　grafting，　all　of　the　transplanted　ovarian　grafts　were　obviously　enlarged
and　appeared　grossly　as　a　tumor．　On　histological　observation，　the　grafts　demonstrated　various　types
of　tumorigenesis．　The　cells　composing　these　tumors　were，　however，　the　ones　derived　from　the
follicular　epithelial　cell　and　theca　cell　as　described　above．
　　　Therefore，　it　was　concluded　that　the　tumors　induced　by　this　method　were　granulosa　cell　tumor
and／or　theca　cell　tumor．　On　biochemical　observation，　the　concentrations　of　plasma　estradiol　and
progesterone　in　the　rats　with　ovarian　tumors　were　low　enough　to　be　comparable　to　minimum　levels
in　normal　cyclic　females．　lmmunohistochemical　studies　on　estradiol　supported　this　view．　Briefly，
some　of　the　lutein　cells，　most　of　the　interstitial　gland　cells　and　all　of　the　germinal　eithelium　were
positive　to　estradiol　throughout　the　estrous　cycle　in　normal　rats，　althgough　the　follicular　epithelial
cells　were　also　positive　in　II　diestrus　animal．　These　localizations　were　observed　in　the　intrasplenic
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ovarian　grafts　until　7　months　after　transplantations．　Twelve　months　after　intrasplenic　ovarian
grafting　all　of　the　cell　types　were　negative　to　estradiol．
　　Present　findings　clearly　demonstrate　that　the　cells　related　to　tumorigenesis　originate　from
follicular　epithelial　and／or　theca　cells，　and　that　tumor　cells　do　not　have　the　ability　of　steroid
hormone　productions　in　this　model．
緒 言
　卵巣に発生する腫瘍は多種多様である．これまで
実験：的腫瘍を用いて，この複雑多岐にわたる各種瘍
の組織発隼および内分泌学的性格について検討され
てきた．これら実験方法としてはX線照射，脾臓内
夘巣移植，併体結合および化学的発癌物質の投与が
あり，とくに脾内卵巣移植法による腫瘍はホルモン
依存性であるとして注目されてきた．
　この腫瘍は1944年Biskind＆Biskind1）が去勢
ネズミを用いて卵巣を脾臓内に移植し，果粒膜細胞
腫および黄体腫の発生を報告して以来繰り返し確か
められてきた．その発生機序としては，脾内移植卵
巣から分泌されるステロイドホルモンが門脈系を経
て肝で不活化され，末梢循環系に卵巣ホルモンが消
失し，下垂体からの多量のゴナドトロピンの長期連
続刺激が脾内移植卵巣を腫瘍化させると説明されて
きた．この仮説は脾内に卵巣を移植しても脾臓と一
般循環系の間に癒着を生じたもの1）2）3＞，移植後事ス
トロジェン4）5）6）7）やAntigonadotropin8＞を長期間投
与したもの等では腫瘍化はおこらないという実験結
果から裏付けられている．
　以上のように発癌物質によらずに個体自身のホル
モン環境を変えることで実験的に容易に腫瘍を形成
させ得ることが一般的に認められているが，その腫
1
Fig．　1　lntrasplenic　ovary　4　months　after　trans－
　　plantation．　The　graft　is　almost　completely
　　occupied　by　luteinized　cell　masses．　A　few
　　cysts　and　follicles　are　seen．　Sp　indicates　the
　　spleen．　Bar：　O．5cm．
Fig．　2　lntrasplenic　ovary　12
　　months　after　transplanta－
　　tion，　showing　various
　　types　of　tumorigenesis．
　　SP　indicates　the　spleen．
　　Bar：　O．5cm．
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Fig．3　Photomicrograph　of
　　the　luteinized　cells　with
　　or　without　lipid　droplets
　　in　the　intrasplenic　ovary
　　4　months　after　transplan－
　　tation．　H＆E，　×400　（origi－
　　nal　magnification）．
Fig．4　Photomicrograph　of
　　a　portion　of　the　follicle
　　from　an　intrasplenic
　　ovary　4　months　after
　transplantation．　Note　an
　　accumulation　of　the　inter－
　stitial　gland　cells　and　pro－
　ject　to　the　lumen．　H＆
　E，　×400　（original
　magnification）．
瘍を構成する細胞の由来や形成された腫瘍細胞の機
能的な問題，すなわち正常卵胞上皮細胞や黄体細胞
のように腫瘍細胞がステロイドホルモン産生能やゴ
ナドトロピン依存性を有しているか否かについては
末解決な点が少なくない．
　著者は，この様な脾内卵巣移植法を用いて腫瘍化
に至る構成細胞の増殖様式を検討するとともに，腫
瘍化卵巣のステロイドホルモン産生能の有無につい
てラジオイムノアッセイ法と免疫組織化学的方法を
用いて検索した．
材料と方法
　ウィスター系の雌ネズミを用い，生後50日目に
エーテル麻酔下で両側卵巣を摘除するとともに，そ
の一部を脾臓の横隔面め被膜直下に移植した．脾臓
一腹筋隈または脾臓一子宮間，すなわち門脈系一一
般循環系間の癒着は腫瘍形成を阻害するため，その
様な癒着例を除く必要がある．このために術後2日
目より22日目に至る20日間にわたって連日膣スメ
アを採取して検鏡し，膣上皮細胞に角質化のみられ
た個体はエストロジェンが一般循環系へ逸出してい
たものと考え，癒着のある個体として除外した．
　移植成功63例を用い，脾内移植後3カ月目より
12カ月目までの移植卵巣を中心として経時的検討
を行った．屠殺に際しては肉眼的に癒着の有無を確
かめた後，移植卵巣のほかに子宮，下垂体および膣
をも摘出し秤量した．これら組織は10％中性緩衝
ホルマリンで固定し，組織学的および免疫組織化学
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的検索にあてた．
　腫瘍化移植卵巣のステロイドホルモン分泌量を測
定するために次の処置を施した．移植成功7例を用
い，移植後350日目に再び開腹し，肥大・腫瘍化し
た移植卵巣を確認の凡その近位の脾臓被膜に小さな
乱切を施し，これを腹筋に縫合・癒着せしめて腫瘍
と末梢循環系を連結させ，その時期の末梢血内ホル
モン量を測定した．
　すなわち，癒着手術後，エストロジェンの生物検
定として連日（7日間）膣スメア像を観察した．血
中ステロイドホルモン量の側定は吉田等9）’0）11）のラ
ジオイムノアッセイ法によりエストロン，エストラ
ジオールおよびプロジェステロンについて行った．
また，性周期の各時期にある動物の卵巣と移植卵巣
のステロイドホルモンの局在様式については，
Sternberger12）のPeroxidase　一　antiperoxidase
complex（PAP）法を用い，とくにエストラジオー
ルについて検討した．
結 果
　1．腫瘍発生の経時的観察
　術後4カ月目までの二品移植卵巣は数多くの黄体
で占められ，その中には少数の嚢胞と卵胞を含んで
いた（図1）．通常，成熟卵胞の黄体化は卵を放出
してから辺縁部より中心に向って起こるが，移植卵
巣では卵を放出することなしに黄体化するようであ
る．黄体は細い血管の網工により境界され，索状に
配列した典型的な黄体細胞から成っていた．正常黄
体には空胞化黄体細胞と空胞化しない黄体細胞との
2種類があるが，脾内移植卵巣の黄体でも同様の組
織像を示した（図3）．卵胞では卵胞上皮細胞の増
生も認められたが，正常卵胞とは若干異なってい
た．すなわち，卵胞壁は中等大の一部空胞化した不
定形な間質腺細胞および内卵胞膜細胞の増殖により
肥厚し，不規則になっていた（図4）．
　脾内移植卵巣が腫瘍性に変化する時期は術後6カ
月目前後であり，増殖様式には少なくとも4つのタ
イプがあるようである。第1は卵胞内の卵胞上皮細
胞が増殖する様式である（図5）．増殖している卵
胞上皮細胞集団の中には分裂像も観察された．ま
た，その周囲は小型の酸好性細胞で占められてい
た．第2は嚢胞壁を構成する一部の細胞が増殖する
場合である（図6）．この場合，嚢胞壁を構成する
中等大の空胞化した不定形な細胞（内卵胞膜細胞＝
乱丁膜細胞）が増生し嚢胞腔へ突出する。それに伴
い嚢胞を境界する結合組織性の細胞層（外卵胞膜細
胞＝外回膜細胞）も増殖する．第3は大部分が単調
な黄体細胞の増殖を示すが，中には類上皮細胞の管
状構造が出現し，このような細胞群が腫瘍性に増殖
する様式である（図7）．この小管を構成する細胞
はいずれの黄体細胞とも異なり，立方形を呈してい
た．第4には黄体を境界する結合組織性の細胞層
（外卵胞膜細胞）が黄体の中にまで増殖するように
なるタイプである（図8）．この場合にはそれまで
黄体を境界していた結合組織1生の細胞層は分岐断裂
して不鮮明となり，黄体全体が一塊になったような
組織像を呈するようになる。したがって，腫瘍性に
増殖する主たる細胞は卵胞上皮細胞と内外卵胞膜細
胞（内外二丁細胞）であり，その増殖様式は多様で
あるということになる．
　術後12カ月目にはすべての移植片が肉眼的にも
明らかな腫瘍性増殖を示し，それを構成する組織像
も多種多様であった（図2）．移植片の辺縁部には
大型の空胞化した黄体細胞様細胞の集団があり，そ
Fig．　5　Photomicrograph　of　an　intrasplenic　ovarian　nodule　5　months　after　transplantation，　showing　an
　　accumulation　of　the　follicular　epithelial　cell－like　cells．　Mitotic　figures　are　seen（arrows），　H＆E，　×400
　　（original　magnification）．
Fig．　6　Photomicrograph　of　a　portion　of　the　cyst　wall　from　the　intrasplenic　ovary　6　months　after　transplan－
　　tation．　Note　an　accumulation　of　the　theca　calls　and　project　to　the　lumen．　H＆E，　×400　（original
　　magnification）．
Fig．　7　Photomicrograph　of　a　portion　of　the　corpus　luteum　from　the　intrasplenic　ovary　5　months　after
　　transplantation．　Note　an　appearance　of　tubular　structures　（arrows）　within　the　corpus　luteum．　H＆E，　×
　　400　（original　magnification）．
Fig．　8　Photomicrograph　of　a　corpus　luteum　from　the　intrasplenic　ovary　5　months　after　transplantation．
　　Note　a　corpus　luteum　invated　by　surrounding　connective　tissue　cells．　H＆E，　×400　（original
　　magnification）．
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れは移植初期に形成された黄体塊の一部が腫瘍性に
増生・肥大した他の細胞集団によって圧排・退化し
たものと考えられた（図9，11）．移植片実質内は
黄体細胞とは染色liiが明らかに異なる大小の酸好性
細胞および卵胞上皮細胞様細胞の混在する三門性
（一部嚢胞性）領域もあり，その中にはいわゆる
Ca11－Exner－bodyも観察された（図10）．これは典
形的な果粒膜細胞腫である．また，結合組織性の細
胞が増生し小葉を形成する場合もあった．その小葉
は大小の空胞化した球形の細胞（黄体細胞様細胞）
によって占められていた（図12，！3）．
　2．腫瘍化移植卵巣からのステロイドホルモン分
　　泌量
　正常ネズミの血中ステロイドホルモン量は性周期
によって著しく変化すると同時に日内変動もある．
図14は各ホルモンの4日周期における12時の最大
値と最低値を示し，実験群の値と比較したものであ
る．エストロンの性周期における変動は少なく，最
大値は59．2±4．3pg／mlで，最小値は36．4±3．7
pg／mlであった．実験群では45．1±6．2pg／mlと
対照の最大値および最小値と比比較して有意な差は
なかった．エスラジオールは性周期によって大きく
変動し，最大値88．2±10．2pg／m1，最大値10．1±
1．2pg／mlであった．実験群では14．0±2．5pg／m1
と，その値は最低値と差はなかった．また，実験群
における血中プロジェステロン値は4．9±0．7ng／m1
であり4日周期の最大値（32．3±0．8ng／m1）と比較
して有意に低く，さらに最小値（6．8±0．5ng／ml）よ
りも低い傾向にあった．また，癒着手術後の7日間
に膣上皮細胞の角質化を示した個体は7例中5例で
あったが，血中ステロイドホルモンレベルとの相関
は見られなかった．
　3．移植卵巣におけるエストラジオールの免疫組
　　織化学的検索
　ネズミの性周期は4日であり，それは発情前期
（P），発情期（E），発情後期（D1）および発情間
期（D2）から成っている．正常卵巣におけるエス
トラジオールの局在はステージによって若干変動す
る．P，　EおよびD1期では間質腺細胞と黄体細胞
の一部が陽性であったが，卵胞上皮細胞は陰性であ
った（図15－A）．また，内卵胞膜細胞は弱陽性を
示した．反応した黄体細胞の中には濃染するものと
石面のものとがありその反応性は一様ではなかった
（図15－B）．D2期では黄体細胞，問蝋腺細胞およ
び内卵胞膜細胞のエストラジオールに対する反応は
P，EおよびD1期と同様であったが，卵胞上皮細胞
も陽性であり，とくに内卵胞島細胞に隣接する部位
が強陽性を示した．各ステージを通じて胚上皮細胞
は常に強い反応を示した．一方，術後3カ月目より
7カ月目までの移植卵巣は黄体塊と若干の卵胞によ
って構成されているが，D2期と同様いずれの細胞
もエストラジオールに対する反応は陽性であった
（図15－C）．とくに大型の黄体細胞が強い反応を示
した．移植後12カ月目の腫瘍化移植卵巣は大小の
酸好性細胞，卵胞上皮細胞様細胞および大小の空胞
化細胞によって構成されているが，これらいずれの
細胞もエストラジオールに対する反応は陰性であっ
た（図15－D）．
考 按
　脾内卵巣移植法による腫瘍の組織発生や腫瘍細胞
の性格を明らかにしょうとする試みはBiskind＆
Biskind1）以来繰り返し検討されてきた．しかし，
とくに組織発生については同一の腫瘍発生法を用い
ながらも必ずしも意見の一致をみず，末解決な点が
多い．
　第1の問題点は虫魚移植卵巣の腫瘍発生・について
である．この点に関してBiskind＆Biskind13＞は次
Fig．　9　Photomicrograph　showing　a　peripheral　portion　of　the　intrasplenic　ovary　12　months　after　transplan－
　　tation．　Note　a　clear　cell　mass　immediately　beneath　the　spleen（SP）．　H＆E，　×200（original
　　magnification）．
Fig．　10　Photomicrograph　showing　an　inner　portion　of　the　intrasplenic　ovary　12　months　after　transplanta－
　　tion．　Note　Call－Exner－body　（arrows）．　H＆E，　×400　（original　magnification）．
Fig．　11　Portion　of　Fig．9　highly　magnified．　H＆E，　×400　（original　magnification）．
Fig．　12　Portion　of　an　intrasplenic　ovary　12　months　after　transplantation　Note　the　vacuolated　cell　masses
　　invaded　by　the　connective　tissue　cells．　H＆E，　×400　（original　magnification）．
Fig．　13　Portion　of　an　intrasplenic　ovary　12　months　after　transplantation，　showing　accumulation　of　the
　　connective　tissue　cells．　H＆E，　×400　（original　magnification）．
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Fig．　14　Plasma　levels　of　estrone，　estradiol　and
　progesterone　in　rats　undergoing　intrasplenic
　　ovarian　grafting　（dotted　bars）．　Open　bars
　represent　minimum　hormone　levels　and　hat－
　ched　bars　represent　maximum　hormone
　levels　during　the　normal　estrous　cycle　at
　　12pm　o’clock．　＊　P〈O．Ol　compared　with　max－
　imum　levels　in　normal　cyclic　animals．
o
のように述べている．すなわち，発生した卵胞の卵
胞上皮細胞は黄体細胞様細胞に変化しつつ発達し，
移植後5カ月以上で黄体腫となり，その後黄体腫の
中に卵胞上皮細胞の集団が出現し，それが増殖して
果粒膜細胞腫になるとしている．Yoshimura＆
Nakamura14）は，卵胞の卵胞上皮細胞が異常増殖
して果粒膜細胞腫が発生するとし，黄体腫は異常
卵胞上皮細胞が黄体化したものと考えている．他
方，Guthrie15）はマウスを用いた実験から，嚢胞お
よびその周囲の間質細胞の増殖により果胎膜細胞腫
を形成するとし，その腫瘍の間質細胞の分化が黄体
腫になると考えている．また西塚等16）もマウスを
用いて，嚢胞を構成する一層の上皮細胞が増殖して
互いに融合し，腫瘍を形成すると結論している．こ
れに対して山田17）や今村18）は黄体内の黄体化細胞
と黄体を包む内卵胞膜細胞とが相前後して共に腫瘍
化し，両細胞の優位性により，果粒膜細胞腫，果粒
膜英膜細胞腫，英膜果心膜細胞腫および英膜細胞腫
とよぶことを提唱した．
　今回の検索では，移植卵巣の腫瘍化に至る構成細
胞の増殖様式は一様ではなく，いくつかの経路があ
り，一つの移植卵巣でも二つ以上の経路を経て腫瘍
化することを示唆していた．第1は卵胞内の卵胞上
皮細胞が増殖する場合であり，これは果粒膜細胞腫
ということになる．第2はGuthrie15）や西塚等16）
のいうように嚢胞状に肥大した卵胞壁を構成する細
胞即ち卵胞上皮細胞および内卵胞膜細胞（＝内診膜
細胞）が増殖する場合で，これは果粒膜黄膜細胞腫
である．第3は今村18）や山田17）のように，各黄体
を境界している結合組織性の細胞（外卵胞膜細胞＝
外塀膜細胞）が黄体細胞と共に増殖する場合であ
る．第4は一部の黄体の中に特殊な細胞が出現し，
これが増殖する場合である．この特殊な細胞の由来
については，それを胚上皮の残遺物に求める考え
方13）19）および黄体中の結合組織の中に散在する間
葉細胞に求める考え方14）等があるが，Biskind　and
Bi kind13）のように，この特殊な細胞はその染色性
と形態より胚上皮に由来する卵胞上皮細胞と見倣す
ことが妥当のように思われる．したがって，脾内卵
巣移植法による腫瘍は細胞の由来とその増殖様式に
よって果粒膜細胞腫，黄膜細胞腫ないしはその混合
型であるということができる．
　第2の問題点は黄体腫という名称についてであ
る．移植後4～5カ月目の黄体塊を黄体腫とみる
か13）あるいはそれを単にホルモン依存性単純肥大
と見倣し，腫瘍性に増殖した卵胞上皮細胞や英膜細
胞の黄体化したもののみを黄体腫とする’4）かとい
う問題である．これはホルモン産生臓器における単
純肥大か腫瘍性変化かの鑑別が容易でないことに起
因するものであり，今後ホルモン依存性増殖に由来
する黄体細胞と腫瘍性に増殖し黄体化した細胞との
超微構造的機能的相違を明らかにすることも一つの
方法であろう．今回の実験では，移植片辺縁部に認
められた大型の空胞化した黄体細胞様細胞の集団
（図9，11）を黄体腫と見倣すか否かの問題がある
が，この細胞集団は黄体腫というよりはむしろ移植
初期にホルモン依存性に増生・肥大した黄体塊の一
部が腫瘍性に増殖した他の細胞集団によって辺縁部
に圧排され退化したものとする見方が妥当と思われ
る。
　第3の問題点は，腫瘍化移植卵巣を構成する細胞
がどの程度正常卵巣の細胞の性質を残しているかと
いうことである．すなわち，これらの腫瘍細胞がど
の程度ステロイドホルモン産生能やゴナドトロンピ
ン依存性を維持しているかということである．確か
に脾内移植卵巣の腫瘍発生には高ゴナドトロピンが
必須条件であり，ために外因性ゴナドトロピン投与
や下垂体移植4）14）17）19）20）により腫瘍発生率は増加
し，発生に用いる期間も短縮される．一方，腫瘍化
（8）
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した卵巣ではFSH系ホルモンによってわずかに腫
瘍の肥大が認められるものの，LH系ホルモンでは
何ら形態的変化を示さないという21）．これらの報告
は腫瘍化過程にある移植卵巣ではゴナドトロピン依
存性を示すものの，腫瘍化した卵巣では少なくとも
その依存性は極めて低いということを示唆してい
た．しかし，動物にとってこれら外因性ホルモンは
異種蛋白であり，このような長期投与には免疫学的
な問題が残る．他方，腫瘍化卵巣におけるステロイ
ドホルモン産生能の有無についてのラジオイムノア
ッセイ法による報告は少なく，ネズミの個体結合法
によって発生した卵巣腫瘍についての秋谷22）の報
告のみである．この報告によると，血中エストラジ
オールは腫瘍発生以前は高値を示すものの徐々に減
少し腫瘍化卵巣をもつ時期には低下しているとい
う．今回のラジオイムノアッセイ法による結果にお
いてもエストラジオール値は非常に低く，プロジェ
ステロン同様性周期の最低レベルにあった．また，
この結果は免疫組織化学的検索においても確認され
た．しかし，逆に腫瘍化卵巣がステロイドホルモン
分泌能を有するという報告もある23）24）25）．これら報
告のホルモン測定法は標的器官を用いた生物検定法
によるものであり，精度に問題が残る．
　最後の問題は御内移植卵巣が化学的発癌物質やX
線照射による卵巣腫瘍26）27）のように自律的増殖能
を有するか否かということである．Li28）はプロジ
ェステロン処理動物には移植可能であるとし，宿主
動物のホルモン環境の重要性を指摘した．これに対
し，Gardner19）やGreen29）は無処置正常動物に対
しても60～70％が可能であると報告している．最
近Hatanaka30）はマウスを用い，軍内移植後6カ
月目以降の直経1cm以上の卵巣のみが同系正常雄
マウスへの移植が60～80％可能であったとし，脾
内移植卵巣の状態の重要性を示唆した．このよう
に，腫瘍化脾内移植卵巣の自律的増殖能には，卵巣
の腫瘍化の程度および宿主動物のホルモン環境など
が重要な意義をもつようである．
結 語
　州内移植卵巣の腫瘍形成に至る構成細胞の増殖様
式を検討すると共に，腫瘍化卵巣のステロイドホル
モン産生能の有無についてラジオイムノアッセイ法
と免疫組織化学的方法を用いて検索した．
　移植後4カ月目までの脾腹卵巣は多数の黄体によ
って占められていたが，その中には比較的少数の卵
胞と嚢胞も含まれていた．その後6カ月目前後には
卵巣に腫瘍性変化が認められるようになるが，これ
には次の4つの増殖様式が観察された．
　1．卵胞内の卵胞上皮細胞が増殖する場合
　2．嚢胞壁を構成する一部の細胞が増殖する場合
　3．黄体中に類上皮細胞の管状構造が出現し，そ
　　れが増殖する場合
　4．黄体を境界する一部の結合組織性の細胞が増
　　即する場合
　術後12カ月目にはすべての移植片は明らかな腫
瘍性増殖を示し，その組織像は多様であった．しか
し，由来する細胞は卵胞上皮細胞と内外卵胞膜細胞
（内外英膜細胞）であり，この方法により形成され
た腫瘍は温海膜細胞腫，萸膜細胞腫およびその混合
型であると結論づ．けられる．
　正常ネズミの血中卵巣ホルモンは性周期によって
著しく変化するが，腫瘍化卵巣を持つ動物の血中エ
ストロン量は正常動物と比較して有意な差はないも
のの，エストラジオールとプロジェステロン量は有
意に低く，性周期の最低レベルにあった．
　正常卵巣におけるエストラジオールの局在は性周
期によって若干変化する．各ステージを通じて，問
質腺細胞，一部の黄体細胞，胚上皮細胞および内卵
Fig．　15　lmmunohistochemical　localization　of　estradiol　in　the　ovary．　lmmunoperoxidase－estradiol　and
　　hematoxylin．　×400　（original　magnification）．
　　A）　Portion　of　an　ovary　from　the　normal　estrous　rat．　A　positive　reaction　for　estradiol　is　seen　in
　　interstitial　gland　cells　and　theca　interna　cells　but　not　in　follicular　epithelial　cells．
　　B）　Portion　of　a　corpus　luteum　from　the　normal　estrous　rat．　A　few　lutein　cells　show　an　intense　staining．
　　C）　Portion　of　an　intrasplenic　ovary　5　months　after　transplantation．　Most　of　the　lutein　cell－like　and
　　follicular　epithelial　cell－like　cells　show　an　intense　staining．
　　D）　Portion　of　an　intrasplenic　ovary　12　months　after　transplantation．　None　of　the　cells　composing　the
　　ovarian　graft　are　positive　to　estradiol．
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胞膜細胞は陽性であり，発情間期には卵胞上皮細胞
も陽性であった．
　北内移植卵巣では，術後7カ月目までは黄体細胞
と卵胞上皮細胞がエストラジオール陽性であった
が，術後12カ月目の腫瘍化卵巣ではそれを構成す
るすべての細胞が陰性であった．
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